
        

令
和
８
年
度
堀
金
公
民
館
の
研
修
会
・

役
員
会
を
６
月
14

日
（
日
）
に
堀
金
公
民

館
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
、
講
演
会
、
分
散
会
、
全
体
会
・

役
員
会
と
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ

ま
し
た
。 

講
演
会
は
、
長
野
県
生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー
の
公
民
館
支
援
専
門
員
の
中
田
安

子
様
か
ら
、「
公
民
館
活
動
を
楽
し
く
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
」
の
演
題
で
講
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。 

 

分
散
会
で
は
、
公
民
館
役
員
が
５
グ
ル

ー
プ
に
別
れ
、
公
民
館
活
動
の
課
題
や
情

報
交
換
を
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

        

全
体
会
・
役
員
会
で
は
、
５
つ
の
分
散

会
に
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
発
表
し
、
役

員
会
で
は
、
連
絡
事
項
（
運
動
会
、
駅
伝
・

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
文
化
祭
）
と
人
権
教
育
に
つ
い
て
の
内

容
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。 

            

公
民
館
関
係
者
研
修
会 

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
か
ら 

                      

 

堀
金
公
民
館
だ
よ
り 

回 覧 

堀金地域人口 
 

男 4,２06 (− 7)
女 4,４03 (−10) 
計 8,６09 (−17)  
世帯数 3,633  
         (− 9) 

 【７月１日現在 】 

  第７６号 
 

 

 

分散会

とても有意義

有意義

 

研修会の内容

有意義

あまり有意義でない

 

今後への活用

どちらかと言えば活用できる

活用できる

その他活用できない

 

参加の目的内容

地域での活動に活かす

業務に活かす情報交換・

ネットワー

ク構築

裏
面
へ
続
く 

とても有意義 



料
理
講
座 

「
食
を
楽
し
も
う
！
」 

 

６
月
20

日
、
堀
金
公
民
館
調
理
実
習

棟
に
て
、
本
年
度

最
初
の
料
理
講
座

を
開
催
し
ま
し

た
。 本

年
度
よ
り
、

講
師
を
安
曇
野
調

理
師
会
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
な

り
、
新
た
な
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

 

メ
イ
ン
講
師
と

し
て
、
金
井
美
和
さ
ん
（
旬
彩
ダ
イ
ニ
ン

グ 

ば
ん
び 

店
主
）
に
、
田
島
調
理
師
会

長
を
は
じ
め
、
５
名
の
皆
様
が
ア
シ
ス
ト

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

      

参
加
者
は
11

名
で
、
一
人
一
つ
の
フ

ラ
イ
パ
ン
を
使
い
〝
新
玉
ね
ぎ
と
新
じ
ゃ

が
の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
〝
を
作
り

ま
し
た
。 

  
 

      

              

 《 

８
月
の
公
民
館
事
業
予
定 

》 
 
 

 

・

４ 

日
（
火
）
文
化
祭
実
行
委
員
会
（
展
示
）・
芸
能
祭 

・

６ 

日
（
木
）
菊
づ
く
り
講
座
③ 

19

日
（
水
）
子
育
て
サ
ー
ク
ル
❝
常
念
っ
子
❞
⑤ 

22

日
（
土
）
料
理
教
室
② 

27

日
（
金
）
童
謡
・
唱
歌
・
心
の
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
⑤ 

29

日
（
土
）
常
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

30

日
（
木
）
こ
ど
も
公
民
館
① 

31

日
（
金
）
こ
ど
も
公
民
館
② 

 

 

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

堀
金 

遠
足
や
小
さ
な
背
中
が
ふ
く
ら
み
て  

浅
野 
希
久
子 

大
根
の
花
も
窓
辺
に
玉
子
焼
く 

 
  

財
津 
尚
子 

短 歌 

編集後記 

 

「
野
菜
は
人
の
足
音
を
聞
い

て
育
つ
」
、
い
い
文
言
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
位
の
頻
度
で
畑
に

い
く
と
い
い
も
の
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。 

他
に
、「
田
ん
ぼ
の
最
高
の
肥

料
は
人
の
足
音
」
「
稲
は
主
人
の

足
音
を
聞
い
て
育
つ
」
と
も
。 

 

野
菜
だ
け
で
は
な
く
、
人

（
教
育
）
も
し
か
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 
 【

朴
風
】 

 

 

 

 


